
 

 

12. 調査・研究報告 

2020 年度 富山湾におけるリュウグウノツカイの記録 

木村知晴・草間 啓・稲村 修（魚津水族館） 
Record of Slender oarfish Regalecus russelii in Toyama Bay，Sea of Japan 

(Fiscal year ending March 2021). 
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はじめに 

リュウグウノツカイ Regalecus russelii

はアカマンボウ目リュウグウノツカイ科リ

ュウグウノツカイ属の海水魚である.体は

著しく細長く，体長は体高の 17～24倍であ

り，背鰭前部の６棘は太く著しく延長し，さ

らに腹鰭は 1 条で延長し途中に膜質の付属

物が３か所以上あることなどで特徴付けら

れる（林，2013）．主な生息域は沖合中深層

で，東太平洋，西太平洋，大西洋，南アフリ

カ，東インド洋から知られており，日本近海

では北海道から九州，沖縄諸島の沿岸に分

布する（崎山・瀬能，2012；林，2013；瀬能，

2018）．  

富山湾（富山県沿岸）において確認された

リュウグウノツカイについて，伊串・稲村

（2010）は 2009年 12月から 2010年２月の

期間で４個体を報告し，そのなかで津田

（1990)を引用し，富山湾・能登周辺では過

去に６個体の捕獲記録があるものの，捕獲

年月日や場所などの詳細は記載されておら

ず過去の記録は明確ではないとしている．

その続報として木村ら（2020）は，2011年

４月から 2019 年３月の期間に 22 個体を報

告している．さらに木村ら（2021）は，2019

年４月から 2020 年３月の期間に８個体を

報告している．これらは魚津水族館（以下，

当館と記す）で確認した記録であり，富山県

沿岸において捕獲されたリュウグウノツカ

イの明確な記録は 34個体としていた． 

2021年３月に北日本新聞社の松下奈々氏

より，1962年１月 23日に新湊沖（現・射水

市沖）の定置網で捕獲された１個体の記事

（富山新聞，1962）と，1982年２月 18日に

高岡市の国分浜に打ち上げられた１個体の

記事（北日本新聞，1982）の提供を受けた．

その後，1962 年１月 23 日の記録は津田

（1964；1976）の報告からも確認された. 

以上より，富山県沿岸海域におけるリュ

ウグウノツカイの記録は，1962年と 1982年

に各１個体が単発的に確認されており，

2009年からは連続的に 34個体が確認され，

2020 年３月までに計 36 個体が記録されて

いる．今回は，2020年度に富山県沿岸で新

たに確認されたリュウグウノツカイの記録

を中心に報告する． 

リュウグウノツカイは話題性が高く日本

沿岸各地で確認されており，数多くの報告

がある．また近年では，デジタルカメラや

カメラ機能付き携帯電話およびインターネ

ットやソーシャルネットワーキングサービ

スなどの普及により，一般人による目撃情
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報が得られやすくなっている．しかし，富

山県以外で本種の記録がまとめられている

海域は少ないことから，日本沿岸における

本種の捕獲・目撃情報に関してインターネ

ットなどを利用して調べたので併せて報告

する． 

 

富山湾での捕獲記録 

 富山湾（富山県沿岸）において，2020

年４月１日から 2021年３月 31日の期間に

捕獲されたリュウグウノツカイは計３個体

であった．それらのうちの２個体は当館に

搬入して計測したが，射水市沖で捕獲され

た１個体は漁業者から画像と情報の提供を

受けた．以下に各個体の記録を記す． 

 

 

捕獲年月日：2020年 11月 17日 

捕獲場所：高岡市伏木沖約 1.5㎞  

水深約 50m 

捕獲者：昭栄漁業 

捕獲方法：定置網 

全長：2318㎜  

状態：網揚げ時には生きていたそうだが，

当館職員が到着時に死亡を確認．尾

部はほぼ残っているが，尾鰭は欠損

している． 

 

 

（撮影：滝沢 司） 

捕獲年月日：2020年 11月 24日 

捕獲場所：射水市堀岡沖 1.5㎞  

水深約 60m 

捕獲者：新徳漁業 

捕獲方法：定置網 

全長：約 210㎝ 

状態：定置網内では生きており，網内で体

が３分割に切れる. 

備考：船上に引き上げられた後，その場所

で放流された. 情報提供のみ. 
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捕獲年月日：2021年３月５日 

捕獲場所：魚津市北鬼江沖約 100mの海面 

捕獲者：友栄丸 

捕獲方法：かぎ針 

全長：3485㎜  

状態：体後端部に欠損があり，その傷口は

塞がっている． 

備考：海面近くを泳いでいた個体をかぎ針

でひっかけて捕獲． 

 

文献・インターネット上での記録 

インターネットを利用して日本各地の水

族館のホームページや新聞記事，ダイビン

グショップのブログなどのうちで，1900年

以降のリュウグウノツカイの捕獲や目撃さ

れた情報を集めたところ，未整理の状態の

確認情報が写真とともに多く確認された．

これらの情報や富山湾での記録を総合する

と，2000年以降に日本海の富山湾以南でリ

ュウグウノツカイの成魚の確認が増えてい

た（図１）．一方，太平洋岸の駿河湾ではス

キューバダイビングによりリュウグウノツ

カイの幼魚や若魚の確認が 2016 年頃から

増えてきていた．稲村（2015）は富山湾にお

けるリュウグウノツカイやダイオウイカの

増加について，南方海域での個体数や分布

などの変化を要因と推測しており，近年，太

平洋側の静岡県でリュウグウノツカイの幼

魚や若魚が大量に発見されている状況から

みて，日本列島の太平洋側での繁殖増加が

日本海での大量出現につながっている可能

性が示唆された． 

 

まとめ 

 富山湾（富山県沿岸）で確認されたリュ

ウグウノツカイは，今年度確認された３個

体を合わせると計 39個体となった. 

本海域における本種の確認個体数を年度

別でみると（図２），2008年度以前は単発

的に２個体しか確認されていなかったが，

2009年度以降は年度平均で約３個体が確

認されており，今年度の確認個体数は過去

10年間の平均とほぼ同じであった. ま

た，確認個体数を月ごとにみると（図

３），従前は１月をピークに 11月から翌年

２月に多く確認されていたが，今年度確認

されたのは 11月と３月であり，３月に確

認されたのは初めての記録である. 

 日本海でのリュウグウノツカイは，山口

県の日本海沿岸では 2004年ごろから（河

野ら，2015），石川県の沿岸海域において

は 2010年ごろから確認個体数が増加して

おり（のと海洋ふれあいセンター，

2020），富山県沿岸と同様の傾向といえ

る． 

リュウグウノツカイの生態はまだまだ不

明な点が多く，今後も富山湾を中心に広く

情報を蓄積・解析して生態の解明に努めた

い. 
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図１ 日本海沿岸の道府県（山形県の記録は見つからなかった）におけるリュウグウノツカイの年代別

確認個体数．2020 年代は 2020 年 1 月～2021 年 3 月までの記録． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 富山湾（富山県沿岸）におけるリュウグ

ウノツカイの年度別捕獲個体数. 

 

図３ 富山湾（富山県沿岸）におけるリュウグ

ウノツカイの月別捕獲個体数. 
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